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高齢者の交通事故防止県民運動高齢者の交通事故防止県民運動高齢者の交通事故防止県民運動

運動期間

スローガン

運動の重点

10月17日（月）から10月31日（月）までの15日間

「伝えよう　自分の存在　反射材」

① 人も車も自転車も「止まって確認」の励行
② 反射材用品等の活用推進
③ ライトの早め点灯、原則上向きライト走行の推進

反射材貼付活動（盛岡市肴町）
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岩手県交通安全功労者顕彰会（会長：岩手日報
社三浦宏会長、事務局：岩手県交通安全協会）で
は、県民の生命を守るため日夜、交通事故防止活
動に精力的に取り組んでいる交通警察官、交通指
導員のうち、特に顕著な功績のあった３氏を「県
民の交通安全功労者」として決定しました。表彰
式は12月２日（金）に盛岡市中央通「エスポワール
いわて」で行われます。

高速道路交通警察隊
田中　信夫

警部補

大船渡市交通指導隊
工藤　惠市

隊長

釜石市交通指導隊
佐藤　鉄太郎

隊長

去る７月５日（火）の県北ブロック（久慈警察
署）を皮切りに、

・７月12日（火）
県央ブロック（滝沢ふるさと交流館）

・７月15日（金）
県南ブロック（水沢警察署）

・７月19日（火）
沿岸ブロック（釜石警察署）

の日程で開催されました。
今年の講習会では、ＤＶＤ上映による教養と地

交推委員による活動事例発表等が行われました。

第51回交通安全子供自転車全国大会（主催／全日本交通安全協会・警察庁）が８月３日（水）に東京
都有明の国際展示場（東京ビッグサイト）で開催されました。

全国から都道府県大会を勝ち上がった47チームが出場し、岩手県からは県大会で優勝した奥州市立玉
里小学校が出場し、健闘しました。

岩手県地域交通安全活動推進委員ブロック講習会の開催

第51回交通安全子供自転車全国大会
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第49回二輪車安全運転全国大会（主催／全日本交通安全協会・二輪車安全運転推進委員会）が８月
６・７日（土・日）、三重県鈴鹿サーキットで開催されました。岩手県からは、

・一般Ｂクラス　（400ccを超えるもの）　　 橋場　長次さん（滝沢市）
・一般Ａクラス　（125ccを超え400cc以下）細田　直人さん（滝沢市）
・女性クラス　　（50cc）　　　　　　　　　遠藤　恵　さん（滝沢市）

が出場しました。高校生等クラスへの出場はなかったものの、各クラスで健闘しました。

第49回二輪車安全運転全国大会

10月29日（土）紫波中央自動車学校において、平成28年度シニアドライバーズスクール（日本自動
車連盟岩手支部との共催）を開催します。

車両の日常点検や正しい運転姿勢のほか、視機能診断システム体験や滑りやすい路面での急ブレーキ
体験等の実技練習で安全運転の基本を学びます。

シニアドライバーズスクール

９月25日（日）岩手県自動車運転免許試験場において、グッドライダーミーティング（岩手県二輪車
普及安全協会との共催）を開催しました。

本年度は、５月15日（日）に１回目、７月17日（日）に２回目を開催し、計３回にわたり実施して二
輪車の安全運転を学んでおります。

グッドライダーミーティング

● 自転車にＴＳマーク ●

ＴＳマークは、自転車安全整備店で点検整備を受けた証として自転車に貼るマー
クです。

損害保険と賠償責任保険が付帯しておりますが、有効期間が１年間となっており、
毎年１回は点検・整備を受けてＴＳマークを更新しましょう。

赤色ＴＳマーク付帯保険の補償内容
賠償責任補償 ・死亡、重度後遺障害（１～７級） 限度額 5,000 万円
傷 害 補 償 ・死亡、重度後遺障害（１～４級） 一　律 100 万円

・入院加療（15日以上） 一　律 10 万円
被害者見舞金 ・入院加療（15日以上） 一　律 10 万円



2016年 10月 交通いわて　第119号（4）

～ 県内から交通事故をなくすために ～～ 県内から交通事故をなくすために ～から 通 く めにめすな故ら内 ～ 県内から交通事故をなくすために ～

北 南から から

盛岡
事故防止啓発活動（雫石）

北岩手
目覚まし作戦（葛巻高原）

紫波
テント作戦（徳田地区）

江刺
子ども自転車教室

一関
帰省客への呼応作戦

釜石
ワカメ作戦（唐丹）

東磐井
反射ゴーグルで体験学習

気仙
冷茶サービス（住田）

久慈
園児交通安全教室

二戸
イベント来客者に反射材貼付

遠野
野菜やチラシ配布で啓発活動

交通安全協会は、交通事故の被害者の救済活動をしている
いわて被害者支援センターの活動を支援しております。
交通安全協会は、交通事故の
いわて被害者支援センターの

知らない
相手だから
話せることも
あります。

事件・事故の被害相談

019-621-3751019-621-3751
平日 10:30～17:00（土・日・祝日休み）

ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？
　　ためらわず、すぐにお電話を。

ひとりで思い悩まず、まずは私たちに
お話しください。
当センターの専門知識を持つ支援員が
親身になってご相談に応じます。
被害にあわれた方のご家族やご友人も
どうぞ安心してご相談ください。

を。を。
無料
相談

いわて被害者支援センターからのお知らせ

交通安全協会は、
　地域の皆様方の交通安全思
想の普及と高揚を図り、岩手県
から悲惨な交通事故をなくすこ
とを目指し、

 ▶街頭での交通安全の呼びかけ
 ▶チャイルドシート、
 　交通安全 DVD 等の貸出し
 ▶交通事故の無料相談
 ▶反射材・チラシの配布活動
 ▶交通安全教育資器材の貸出し

 ▶参加体験型交通安全講習会
 ▶優良運転者、交通安全功労者の
　 表彰

など各種の交通安全活動を行っ
ております。

　交通安全協会の活動は、会員
皆様方の会費によって支えられ
ております。交通安全協会の活
動にご理解をいただき

ご入会をお待ちしております。

交通安全協会へのご入会をお願いします交通安全協会へのご入会をお願いします


